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第６回げんきっこフェスタ
　阿山保健福祉センターで第６回げんきっこフェスタ
を開催しました。ホールのステージ周辺はげんきっこ
ブースと名づけられ、最初にフルーツバスケット Jr が
登場し、元気にダンスを披露しました。
　ホールには、ひまわりキッズやはんどめいどm

マ ム

om
などの子育てをしながらサークル活動をしているお母
さんたちの出店が並びました。また、わいわいブース
では、わなげやボーリング、ボールを的に向かって投
げるターゲットゲームを用意しました。ロビーに設置
したピコピコブースには、子育て支援の事業やサーク
ル活動についての情報などを掲示しました。
　ほかにも、絵本の
読み聞かせやそれぞ
れのブースを回って
シールを集めるシー
ルラリーなど、さま
ざまな催しがあり、
どのブースも賑やか
に盛り上がっていま
した。

みんなで楽しもう3 2
サークルまつり

広げよう活動の輪3 2

　３月２・３日にハ
イトピア伊賀でサー
クルまつりを開きま
した。
　初日となった２日
には、上野サークル
協議会会長の服部明
さんのあいさつあと、

上野マジック友の会のメンバーが南京玉すだれを行いま
した。伊賀上野城のシャチホコや東京スカイツリーな
どさまざまなものがすだれで表現されると、会場から
は大きな拍手がおこりました。
　マジックでは 89歳になるメンバーがビール瓶やカー
ドを使ったマジックなどを行い、ユーモアのあふれる
マジックに会場は笑いに包まれました。
　この日はそのほかにも民謡・大正琴・合唱・劇が披
露され、それぞれ練習の成果を発表しました。　
　また、展示部門として 10団体が、陶芸や絵画、盆栽
などの作品を展示し、訪れた人は美しい作品に見入っ
ている様子でした。

情報交流ひろば

【問い合わせ】　甲賀市広報課　☎ 0748-65-0675 【問い合わせ】　亀山市広報秘書室　☎0595-84-5022
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となりまち　いが· こうか · かめやま

　水口曳山祭は、滋
賀県の無形民俗文化
財に指定されている
春の祭礼で、宵宮、
本祭の 2 日間にわ
たり開催されます。
　祭の見どころは、

軽快な「水口ばやし」にのせて巡行する曳山で、
特に神社に集まった曳山が、宵闇を提灯で照らし
各々の蔵へ戻る「帰り山」は幻想的な光景です。
【と　き】　４月 19日㈮（宵宮）・20日㈯（本祭）
【ところ】　水口神社周辺
【アクセス】　近江鉄道水口城南駅より徒歩約５分
※祭り開催中は、会場周辺の自動車の乗り入れが
　規制されますので、なるべく公共交通機関をご
　利用ください。
【問い合わせ】
　甲賀市観光協会　☎／℻   0748-60-2690

よみがえる江戸の美白
～旧亀山城多門櫓～

軽快なおはやしにのせて
～水口曳山祭～

　「城下町かめやま」のシンボルである旧亀山城多
門櫓。伊勢亀山城の遺構の一つで、県内では城郭
の石垣上に残る唯一の櫓遺構として、昭和 28 年
に「三重県史跡」に指定されています。
　平成 21 年度から進めてきた「平成の大修理」
がこのほど完成し、黒い板壁が真っ白な漆喰の大
壁となり、江戸時代に建てられた当時の姿に復原
されました。
　４月７日㈰以降は、多門櫓の内部を公開します
ので、ぜひご覧ください（土・日曜日、祝日の午
前 10時から午後４時まで）。
【アクセス】　東名阪自
動車道「亀山 IC」よ
り亀山方面へ約 10分
【問い合わせ】
　市民文化部文化振興
局まちなみ文化財室
　☎ 0595-96-1218
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　ヒルホテルサンピア伊賀で市民公開講座を行いまし
た。今回は、市立上野総合市民病院が県から「がん診
療連携推進病院」に指定されたことを機会に、『効果的
な「がん検診」』をテーマに開催したものです。
　開会にあたり、岡本市長が「この講座をきっかけに
医療の知識を少しでも深めていただければと考えま
す。」とあいさつしました。
　その後、三重大学医学部附属病院の竹田寛院長が、「が

　消防本部で上級救命講習
会を開きました。
　この講習会は、事故や病
気などで意識がなくなり、
呼吸ができなくなった人
や、心臓が止まった人に対
して、救急車が到着するま
での応急処置を身につける

ことを目的に行われました。
　実技に入る前にまず、救命処置の手順などの説明を
受けました。説明を受けた参加者は、人形を使って、
意識の確認をし、助けを呼び、呼吸を確認し、胸骨圧
迫を 30回したあと、気道の確保をして人工呼吸をす
るという救命処置の手順を１つ１つ確かめながら、練
習をしました。

上級救命講習
私たちに救える命がある３10

市民公開講座
がんから身を守る３10

ん検診を有効に受けるには」と題して講演しました。
　講師は、日本人女性の 16人に１人が乳がんになっ
ており決してひとごとではないことや伊賀市は胃がん
と乳がんの検診受診率が特に低いことを話し、胃がん
などのそれぞれのがんに有効な検査方法などについて
写真やグラフなどを用いてわかりやすく説明しました。
そして、「正しい方法でがんから身を守るのは自分自身
です。病院や医師はそのお手伝いをするもの、定期的
な検診で早期がんを見つけるという積極的な気持ちが
重要ですのでぜひがん健診を受けてください。」と話し
ました。
　この日参加し
た 130 人 は 熱
心に質問をした
り、講師の話に
真剣に聞き入っ
て、がん検診に
ついて学んでい
ました。

　午後は、AED の使い方などを
学びました。
　AED を準備中でも、可能であ
れば胸骨圧迫などの心肺蘇生を続
けることが大切だという説明を聞
き、参加者は２人 1組で心肺蘇生
とAEDを使った救命処置の練習
を行い、声を掛け
合いながら真剣に取
り組みました。
　今回の講習会に
は 12 人が参加し、
消防本部から「修
了証」が手渡され
ました。


